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 本稿は、人間が経験する＜現われ＞とその秩序の構築という視点からビラニスム期にお

けるメーヌ・ド・ビラン哲学の総合的な研究を目指すものである。 

 一般にフランス・スピリチュアリスムの祖とされるメーヌ・ド・ビランの哲学であるが、

その根本にある探求の動機は、人間的主体が経験する事がらを様々に秩序立てて分類し、

さらに各々の領域における＜現われ＞の秩序を探求しようというものであった。本稿では

こうした観点から、特に、ビランが「体系」という言葉を導入することで追跡しようとし

た人間の認識諸能力の様々なありようを、ビランに従いつつ分析しようとするものである。 

 第 1 部は、ビラニスムに至るまでのメーヌ・ド・ビランの思想の発展を、彼の師であっ

たカバニス、デステュット・ド・トラシなどとの対比によって明らかにしようとする。カ

バニス、トラシといったいわゆるイデオロジストに属する人々は、コンディヤックの感覚

論を引き継ぎつつ、「観念の分析」といった形で諸学問を統一するという理念を立ち上げる。

彼らの視点の興味深い点は、諸学問を人間の能力が産出するものとして捉え、そのゆえに、

人間の諸能力の分析と規範的な様態の記述とが諸学問の統一のために役立つという発想を

前提としていることである。その結果彼らは、最も基本的な能力として立てられた「感覚」

を前面に据え、生理学的な能力としての「感覚すること」から始まって、人間の諸能力の
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発展、並びに観念の複雑化のプロセスを記述しようとする。若き日のメーヌ・ド・ビラン

もまた彼らの理念に深い影響を受け、独自の形でイデオロジーに貢献しようとするが、『習

慣論』の執筆などを経て、彼は次第に、「感覚」という一元的な場面で人間諸能力について

の学問を形成することの不可能性を自覚するに至る。この不可能性は、1804 年の春にデス

テュット・ド・トラシとの間で交わされた往復書簡によって次第に明らかになっていく。

この書簡では、人間の諸能力に関する学問を形成するために視点を正しくとることの重要

性が強調されるに至る。人間の諸能力に関する記述は、まさにこの能力を記述する＜私＞

の始まりの場面から開始されなければならない。その結果ビランは、抵抗を与える内的な

身体と関係しつつこれを動かそうと意志する＜私＞という場面に、人間の諸能力の記述が

開始されるべき真のはじまりを見出すことになる。 

 第 2 部に於いては、第 1 部の分析を踏まえたうえで、ビラニスムにおける主要な概念の

分析、並びにこれらの概念相互の関係が吟味される。 

第 1 章において分析されるのは、ビランが学の対象として導入した「事実」の概念であ

る。ビランは事実の必要条件として意志する＜私＞を取り出し、かつこの＜私＞が経験す

る事がらを内的事実と外的事実という形で分割することで、人間の諸能力の分析を行う際

に記述されるべきが、内的事実の独自性であることを発見するに至る。＜私＞がまさに見

よう、聞こうとすることによってなされる諸器官（あるいは内的抵抗）の経験としての内

的事実の記述こそが、諸能力の分析に際しての目的となる。そして強調されるべきは、実

効的原因の捨象が要請される外的事実における秩序の探求と異なり、内的事実の秩序の探

求に於いては、＜私＞が意志するという実効的原因と、その結果としての内的身体という

＜現われ＞とが同時的に確認されなければならないことである。そしてビランは、この＜

私＞の自己感知を表現する言葉として、意志する＜私＞と抵抗する身体という二項関係か

ら構成される「根源的事実」の語を見出すだろう。 

第 2 部第 2 章においては、自我を構成する努力の様態、並びに根源的事実の対象項たる

固有身体の構造が特に分析される。上で述べたようにビランは根源的事実において身体が

不可避的に現存することを強調するが、ビランは努力の様態を二つにわけており、この努

力の様態の区別に応じて身体の存在の様態も二つに分けられる。即ち一方では全体として

一塊のものである身体を目覚めさせる「内在的努力」の概念並びにこの身体を動かす「共

通の努力」が取り出され、他方ではこの全体としての身体を分節していく志向的な努力の

概念が取り出される。内在的努力は＜私＞の同一性を形作る根本的な存在の様態であると
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同時に、諸々の諸器官を目覚めさせるものでもあり、諸々の＜現われ＞はこの内在的努力

によって、自我に対して現われることが可能となる。他方で志向的努力は身体の様々な部

位に働きかけることで身体の構造をより繊細なものとしていく。そしてこのとき見出され

るのは、意志に従う諸部分が増えれば増えるほど、自我の自己性の感知も明晰なものとな

るという、＜私＞と固有身体との関係性である。 

第 2 部第 3 章においては、＜私＞が様々な＜現われ＞を構造化し秩序付けていくために、

＜私＞と固有身体との関係性から取り出される「反省的諸観念」の内実が吟味される。自

我は自らを構成する力と同一化し、自らの構造を純粋に取り出すことによって、「因果性」

「一」「実体」といった反省的諸観念を取り出すのであり、これらの諸観念を用いて自我が

世界の構造を秩序付けていくこと。 

 

第 3 部においては、第 2 部の成果を踏まえつつ、ビラニスム期のメーヌ・ド・ビランが

体系という言葉を用いて行った人間的諸能力の諸段階の分析を吟味する。第 2 部に於いて

は自我の存在の様態は専ら固有身体との関係性に於いて吟味された。しかし実際の＜私＞

は、自らの固有身体を動かすことによって様々な＜現われ＞を受容するのであり、またこ

れらの＜現われ＞のうちに秩序を見出していく。第 3 部における目的は、＜私＞が自らを

構成する努力の様態に応じて、様々の＜現われ＞を受容しかつその秩序を見出していくプ

ロセスをビランに即しながら記述することである。 

第 3 部第 1 章では、「触発的体系」の特質が論じられる。ビランが恐らくはモンペリエ学

派やカバニスの影響のもとで取り出した「触発的な諸力」は、独自の生命的活動性に乗っ

取って活動するものであり、そのゆえに＜私＞を吸収してその成立を妨害する危険性も持

つ。しかし＜私＞と「触発的な諸力」との関係は単なる対立関係にあるのではない。「触発

的な諸力」はあくまで独自の活動に従って活動するのであり、そのゆえにこの諸力は、自

我が自由にする運動を準備し、あるいはその価値を人間的生に告げ知らせるという働きも

行うのである。第 1 章においては＜私＞とこの触発的諸力との錯綜した関係が記述される。 

第 3 部第 2 章においては、上述の「内在的努力」「共通の努力」によって構成される＜私

＞の経験の様態が分析される。「内在的努力」によって目覚める＜私＞は、まず触発を自ら

の身体に局所付けることができるようになり、その意味で触発を経験することが可能とな

る。他方でこの＜私＞は、諸器官に現出する「直観」をも経験の対象とする。本章では、

この「直観」を「もの」に帰属していると判断される以前の＜質＞として解釈し、目覚め
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る＜私＞が、目覚めているだけでもこれらの直観の時間性並びに空間性、あるいは類似な

どを経験することが可能であることを論じる。また本章に於いては、全体としての身体の

位置を変えつつ移動する＜私＞が特に取り出される。そして、自らの身体の位置を変える

＜私＞が経験する事がらがまずもって「触覚的な直観」であること、並びに、身体の位置

を変える＜私＞が、自らが動き回ることができる空間を「触覚的な直観」の空間性のうち

に見出し、この空間のうちに他の諸々の直観をも位置づけていくことが論じられる。そし

て本章の末尾では、原因としての＜私＞が、信憑によって世界のうちに自我以外にも原因

を見出していくプロセスが論じられるが、その記述に際しても「共通の努力」によって自

らの身体の位置を変える＜私＞には、重要な意義が与えられる。 

第 3 部第 3 章においては、努力の度合いが高まり志向的な努力を用いるようになる＜私

＞の様態、並びにこの＜私＞が経験する諸々の＜現われ＞とその秩序が論じられる。この

＜私＞は志向的な努力としての「注意」を自由に用いることによって、「内在的努力」によ

って構成されているとき以上に、諸々の＜現われ＞並びにその秩序を見出していく。そし

てこの＜私＞は特に、外的な物体の抵抗を経験し、かつこれと「触覚的直観」を結びつけ、

かつこの核になる経験の対象に諸々の直観を結びつけることによって、諸々の＜現われ＞

をより秩序立てて理解するようになる。この＜私＞は、外的抵抗という＜私＞が自由に動

かしうる経験の対象を知ることによって、諸々の＜現われ＞を（ある限界はあるにせよ）

自由にすることができるであろう。 

第 3 部第 4 章においては、メーヌ・ド・ビランの哲学の方法としての「反省」の能力が

吟味される。これまでのビラニスムの解釈に於いては自我の原因性の自覚としての「統覚」

と「反省」とが同一視される傾向にあったが、本稿に於いては、「統覚」と結びつく「反省」

を、一つの能力についての反省として捉え、他方でビラニスムの記述を支配する反省を、

複数の能力についての反省として取り出す。ビランの言う反省とは、＜私＞が自らの身体

を動かすことによって自由にする諸能力を実際に使用しつつ確認することであり、また、

複数の能力を用いることによって諸々の＜現われ＞に秩序を見出していくプロセスの確認

である。そしてビランの反省の方法をこうした視点で捉えたときに、ビランが行う「体系」

の記述は、優れてビランの言う反省の方法の実践的な模範として、新たにその地位を獲得

するのである。 


